
イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

今月は“知ってみよう”「住み慣れた地域や自宅で安心して暮らすには」
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シニア世代の
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 　• ゆっくりと両ひざを曲げ、
ゆっくりとのばす
 　• 曲げる角度はできる範囲
で、10～ 20 回から始めま
しょう
 　• ひざに痛みがある場合は痛
みのない範囲で行いましょう

成年後見制度とは
　認知症や知的障がい、精神障がいなどにより判断能力が不十分な方に対し、法的に権限を与えられた成
年後見人等が、本人に代わってサービス利用や施設入所・入院の契約や、不動産や預貯金などを適切に財
産管理することで、その方が生活をするうえで不利益を被らないよう支援する制度です。

　• お金の管理ができず、通帳や印鑑などを失くしてしまう
　• 悪質な業者に騙されそうになった
　• 支援してくれる人がおらず、自分で判断して書類作成や手続きができない
　• 今は自分で判断できるけれど、将来、自分で判断することができなくなったらどうしたらいいか不安

　• ご本人に代わり銀行などで手続きができるほか、サービス利用や入院
　などの契約ができます。
　• 悪質な業者にだまされて契約してしまっても、契約を取り消してくれます。
　• 自分で判断できるうちに信頼できる人を選び、将来の
　“もしも”に備えることができます。

　高齢者の転倒は骨折に結びつ
きやすく、そのまま寝たきりに
つながるおそれもあります。
　下肢はたくさんの骨と関節で
構成され、多くの筋肉が働いて
います。
　転倒予防に効果的な下肢の運
動を継続的に行い、「転ばない」
身体を作っていくことが大切で
す。

■立った状態でのスクワット

両手を
頭の後ろで
組む

息を吸い
ながら
しゃがむ

息を吐き
ながら
立ちあがる

■問い合わせ先　高齢福祉課　☎(32)8904

たとえばこんな時！

市では、在宅医療・介護の連携で
　　　　　　　　　　　市民のみなさんを支えています。

いしばし　　　☎(51)0633
こくぶんじ　　☎(43)1229
みなみかわち　☎(48)1177

社会福祉協議会　☎(43)1236
高齢福祉課　　　☎(32)8904
社会福祉課　　　☎(32)7087

　在宅医療を受けたい場合は、ご家族などと話し合い、『かかりつけ医』『病院
の地域医療連携室』『お近くの地域包括支援センター』『担当のケアマネジャー』
『高齢福祉課』などに相談してみましょう。

在宅での療養生活を支えてくれる主な機関

出典：栃木県保健福祉部医療政策課　
とちぎで在宅医療
～住み慣れた地域や自宅で
　　　　　　安心して暮らすには～
　　　　　　　　　　　から一部抜粋

 
 
 
 

●訪問介護 
 介護福祉士やホームヘルパーが食事の
準備や掃除、入浴や排泄などの身の回り
の支援を行います。 

医療と介護のスタッフが
連携して、在宅での療養生
活を支えています。 

●診療所 
 かかりつけ医が、通院困
難な患者の自宅などを訪
問して診療を行います。 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

●訪問看護ステーション 
 医師の指示に基づいて、看護
師が患者の自宅などを訪問し、
看護サービスを提供します。 
 また、理学療法士や作業療法
士、言語聴覚士が、患者の体の
状態に応じたリハビリテーショ
ンを行うこともあります。 

●介護老人保健施設など 
 短期入所やデイケアに
よる生活に必要な介護、
栄養管理、リハビリ等の
サービス提供を通して、
在宅介護を支援します。 

●居宅介護支援事業所 
 ケアマネジャーが介
護保険のケアプランを
作成するほか、利用者
が安心して介護サービ
スを利用できるよう支
援します。 

在宅での生活 
（在宅療養・看取り等） ●歯科診療所 

 歯科医師や歯科衛
生士が患者の自宅な
どを訪問し、虫歯治
療や入れ歯の調整、
口腔ケアなどを行い
ます。 

●障がい者相談支援事業所
 障がいをお持ちの方や
家族に対し、安心して地域
生活を送るための支援体
制作りや、日常生活の相
談、福祉サービス利用につ
いての案内を行います。 

●薬局 
 薬剤師が医師の処
方箋に基づいて薬の
調剤を行い、患者の自
宅などに届けます。ま
た、薬の管理方法や飲
み合わせの指導を行
います。 

●病院 
 入院治療が必要な場合
の対応を行います。 
 院内の「地域医療連携
室」などでは、入院患者の
退院支援を支えます。 

●栄養ケアステーション 
 管理栄養士が、医療、介
護、福祉、行政等の関係機関
と連携し、嚥下障害や低栄
養、疾病の重症化等におい
て、予防と治療の両面に対
応した食事支援を行いま
す。 

●市役所・町役場 
 国民健康保険、介護保険などの相談窓口があります。
保健師などが療養生活上の相談に対応します。 
●地域包括支援センター 
 地域における高齢者の暮らしを支えるため、介護・
福祉・医療に関する相談や介護予防の支援などを行い
ます。 


